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（５）研究成果の概要 
 DNA 二本鎖切断損傷は、染色体の連続性を断ち切る重篤な損傷である。相同組換えは、DNA 二本鎖

切断損傷の主要な修復機構であり、組換え酵素の働きにより相同配列を探索し遺伝情報をコピーするこ

とで DNA 二本鎖切断損傷を修復する。この過程では、組換え中間体の内部で DNA 合成が起こり、鋳

型鎖の遺伝情報がコピーされるが、その分子メカニズムには不明な点が多く残されている。本研究では、

特に DNA 合成過程の制御に焦点をあて、その分子メカニズムの解明を目指して研究を行った。 
 研究代表者はこれまでに、相同組換えのメカニズムを、ツメガエル卵抽出液を用いた試験管内再現系、

および精製タンパク質を用いた生化学的再構成系を利用して研究してきた。その過程において、研究代

表者は相同組換えの制御に関わる DNA ヘリカーゼ Mcm8–9 が、近年発見された新しい組換え制御因子

を介して組換え酵素の取り外しを促進することを発見した。そこで本年度は、この相同組換え制御因子

を精製し、ツメガエル卵抽出液を用いて DNA 結合機構および組換え酵素との相互作用解析を行った。

Mcm8–9 の DNA ローディングは組換え酵素に部分的に依存しており、両者の物理的な相互作用が示唆

された。また、Mcm8–9 は本組換え制御因子と直接相互作用し、その活性を制御していた。組換え酵素

の取り外しは DNA 合成に必要なステップであると予想されることから、これらの成果は相同組換えに

おける DNA 合成制御の新たなメカニズムを示唆するものである。 
 
 


